
















f (x) subject to max
y∈Y
g(x, y) ≤ 0
として記述することができる。X を実Hilbert空間，Y をHausdorff空間，
f : X → R，g : X × Y → R とするが，特にX が有限次元Euclid空間
Rn のとき，半無限計画問題と呼ばれる。




と定義する。いま，Y がコンパクトで，g が X×Y 上で連続ならば，最
大解写像 Ŷ : X → 2Y を
Ŷ (x) := arg max
y∈Y
g(x, y) = { y ∈ Y | g(x, y) = v(x) }
により定義することができるが，最大解集合 Ŷ (x) ∈ 2Y は任意の x ∈ X
に対して非空コンパクト，最大値関数 v は X 上で連続となる。さらに
g が任意の y ∈ Y に対し X 上でFréchet偏微分可能，かつ偏導関数
∇x g : X × Y → X が X × Y 上で連続ならば，最大値関数 v は X
の任意の点の近傍で局所Lipshitz連続であり，x ∈ X における一般勾配
∂◦v(x) は，




∇x g(x, y) dµ
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ψ(x, z) dµ = h(z) ∀z ∈ Z
ただし，Mを M(X)の凸集合，h : Z → Rとし，関数f : X → Rおよ
び，各 z ∈ Z に対して，関数 ψ( · , z) : X → R は任意の µ ∈ M に関し
て可積分であるとする。Z は必ずしも有限集合でなくてよい。







φ(x, y) dµ ≥ g(y) ∀y ∈ Y
}
のように与えられるときである。ここで，g : Y → Rとし，各 y ∈ Y に












φ(x, y) dµ ≥ g(y) ∀y ∈ Y∫
X
ψ(x, z) dµ = h(z) ∀z ∈ Z
µ ≥ 0
(P )














φ(x, y) dν +
∫
Z
ψ(x, z) dξ ≤ f (x) ∀x ∈ X
ν ≥ 0
(D)
もし Y , Z が有限集合ならば，双対問題 (D)は半無限線形計画問題と
なる。
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シーズン中のどの時点に
おいても，最終的にリーグ
優勝やプレーオフ出場権な
ど特定の状況（指標）が達
成されることが確定する最
小の勝ち試合数（クリンチ
数），もしくは逆にその状況
（指標）に届かないことが
確定する最小の負け試合数
（エリミネーション数）が存
在する。図に挙げた例では，
エリミネーション数を，そ
れぞれの時点で今後引分がないとしたときに，残りゲーム数から最小の
負け試合数を引いた最大の勝ち試合数として表現している。順位決定に
係る複数の判定基準が存在する場合のクリンチおよびエリミネーション
数の計算を，多層の整数計画問題を解くことにより高速に行う汎用的な
枠組みを開発している。
